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て,臨界波長の大きい事 (cm vs.A)及び緩和時間の長い事 (secvs.〟S)等が反映
して様相が異る点が多い｡





東北大通研 佐 野 雅 己
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きさもその想定と一致するからである｡この場合 は Brown粒子 か らの光散乱を,Optical
Heterodyneで見ていることに相当し,これに関しては Lekkerkerkerや槌屋等の報告が












ヤ リイカ神経膜 にみ られ る散逸構造
電子技術総合研究所 桧 本 元
ヤリイカ神蓮摸系が,非平衡開放系であることに注目し,この系に痔徴的な応答とし
て,神経インバ′レスの自励発振現象がこれにあたるとして,自励発振状感ならびに静止
状態 (外部刺激によって活動電位が一過性の応答を示す状態 )から自励発振状態-の転
移の様相を詳しく調べた｡
まず,自励発振状感がどのようにして実現できるかを調べた｡この結果,下記のいず
れかによってこの状態が実現できることが判った :
1)神経のまわりの外液のC三十イオン濃度を,ある臨界値以下にする12
2)神経軸索を細胞内潅流したとき,潅流溶液のpliをアルカリにする02)
3)神経軸索中の蛋白を化学的に修飾する,あるいは蛋白質分解酵素で蛋白のペプチ
ド結合を切断する03)
自励発振状態が,分子レべ′レでどのようなメカニズムで実現するかは今後解明さるべ
き問題としてここでは触れない｡静止状態からこの状態-の転移でマクロな物理量とし
て観測されるのは,静止状態で一過性の活動電位 を生 じさせる為に超えるべき闇値が
減少し,この状態で0になると思われることである｡ しかしこの間値は,周波数依存性
Fー 58-
